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簡便のために、ここでそれらに名前を付けておこう。一つ目は、しばしば GOFAI（Good Old 
Fashioned Artificial Intelligence）と呼ばれるものである。二つ目は、ブルックスにならって
カンブリア紀の知能（Cambrian Intelligence, 以下CIと略記）と呼ぶことにする(Brooks, 1999)。
三つ目は、アンダーソンにならって新石器時代の知能（Neolithic Intelligence, 以下 NI と略
記）と呼ぶことにする(Anderson, 2003)。これらの名前で何が意図されているのかも含めて、




























(Clark, 1996, p. 43)の存在にコミットする。この内的状態ないしプロセスとは、要するに記
号操作のことである。そして、そうした記号操作の「体系的ないし機能的役割は、特定の








人間だけが持つものであり、動物と連続的なものではない、と GOFAI は考える。 
 
1.2 GOFAIの問題点 
 ドレイファスの一連の仕事(Dreyfus, 1979, 1981, Dreyfus & Dreyfus, 1986)は、GOFAI の限
界を最初に指摘したものとして評価できるだろう(Anderson, 2003, p. 95)。プリストンは、ド









































































が現れるまでに 10 億年が経過した。その約 15 億年後、つまり約 5 億 5000 万年前、
最初の魚類と脊椎動物が出現し、4 億 5000 万年前に昆虫が出現した。すると、事態は
急速に動き始めた。3 億 7000 万年前には虫類が出現し、3 億 3000 万年前に恐竜が、2
億 5 千万年前にはほ乳類が続く。最初の霊長類が現れたのは 1 億 2000 万年前で、類
人猿の直接の祖先はわずか 1800 万年前である。人がほぼ現在の姿で出現したのは 250
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この「知能の本質」(ibid., p. 141)である「抽象化」は、実質的に、AI 自身ではなく「研究
者によってなされ」(ibid.)ている。そのような AI を知能と呼べるだろうか。 
 アンダーソンによれば、この関連性問題から引き出されうる一つの規範は、何のために
表象しているのかを知らなければ、表象について考えるのは意味がない、ということであ



























































図 1 :MIT人工知能研究所の4つのAI(Brooks, 1991, p. 146, Fig. 1)
また他方で、この新たなワイヤーのメッセージは、既存のワイヤーのメッセージを一定時
間「禁止」する。クリーチャーは、こうしたメカニズムによって、多重のレイヤーの並行



























































































































































































 そう考えると、NI のプロジェクトのもとでは、ハイデガーを介して、GOFAI と CI をも
対立しないかたちで扱える可能性が生じてくる。というのも、ハイデガー流のループにお
ける没入段階は、CI でモデル化できる性質のものであろうし、反省段階における表象を用
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